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　敗戦直後から1950年代にかけて，戦後経済学史の泰
斗，小林昇は本学経済学部を国内有数の研究機関に育
て上げ，その薫陶を受けた本学の経済史研究者は，封
建制から資本主義への移行をめぐって，地元の郷土史
家の協力も得つつ福島をフィールドとする歴史研究
を続々と発表し，学界に強い衝撃を与え続けた１。だ
が，有力な研究者が東京大学や東北大学に移籍したこ
とや，経済史研究の主題が移行期研究から資本主義研
究へと変化し工業地帯が望ましいフィールドになる反
面，福島をフィールドとする優位性が失われたことで，
60年代後半以降，福島県の組織的な歴史研究には，一
時ほどの興隆は見られなくなった２。かつて「福島学
派」と称された本学のスタッフが中心となり福島を舞
台に行われた歴史研究が我が国の社会科学をリードし
ていた事実は，今日県民にさえほとんど知られていな
い。
　こうした中で，福島県内唯一の国立総合大学であり，
我が国の歴史研究の最先端を走った本学に国内外の研
究者が利用可能な研究拠点を整備することは，地域の
歴史研究を再活性化する一助になると思われる。これ

が，本プロジェクト３が目指すものである。実際のと
ころ，戦後日本の社会科学の生成と展開の過程を実証
的に検討するための貴重資料が，本学にはほとんど未
活用のまま放置され，さらに，新たに集積されつつあ
るがゆえに，「福大の顔」となる歴史研究センターの
創出は，きわめて低コストで可能である。
　具体的には，まず20世紀日本を代表する経済史家，
大塚久雄の蔵書を所蔵する本学附属図書館大塚文庫に
は，大塚の読書ノート類（写真１）や講演草稿が未整
理のまま保管されている。また，比較経済史学（大塚
史学）から出立し，リスト，スミス，重商主義という
３つの領野（「デルタ」）を生涯耕し続けた前述の小林
の福島時代（1940-50年代）の日記が，2021年に本学
経済学部OBの原田哲史氏（関西学院大学経済学部教
授）や故，吉原泰助本学元学長らの尽力を得て遺族か
ら附属図書館に寄贈されたが，整理・調査の上で公開
する目処は立っていなかった。さらに，大塚理論をフ
ランス革命史に応用して戦後日本の社会科学に多大な
影響を与え，憲法学にも足跡を残したフランス革命史
家，高橋幸八郎の日記の提供を遺族から受けた阪本は，
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古書店で購入した高橋宛の書簡（科研費（18K12623）
及び学内競争的研究資金（21RI003）の分配を受けて
整理・目録の作成を行なった）とともに，附属図書館
に寄贈することを予定している。これらのエゴ・ドキュ
メント（日記，書簡などの１人称で書かれた資料）は，
戦後日本の人文・社会科学が前提としてきた比較経済
史学の理論的基盤の新たな一面やその国際的特徴を明
らかにするための基礎資料であり，大塚文庫で一体的
に公開することで，本学食農学類に整備中の旧農文協
図書館・近藤康男文庫４とも大きな相乗効果が生じる
ことが期待できる。
　整理手順としては，草稿類，書簡，日記について，
いずれも劣化を防ぐために資料保存用封筒に入れて燻
蒸し，中性紙保存箱（「もんじょ箱」）に収納するとと
もに，整理番号，各巻の表題，作成年，概要などを記
載した目録を作成している（写真２）。目録は，プラ
イバシー保護に留意しつつ本学附属図書館HPで一部
を公開する予定である。作業については，国際基督教
大学で大塚の薫陶を受け，立教大学大学院で小林の指
導を受けた菊池の協力を仰ぐこととした。また，公開
をめぐる法的問題については，阪本及び金井が問題の
洗い出しを行い，これまでなされてこなかった閲覧者
用の申請書の様式の検討も行っている。公開条件の法
的側面での整備がなされなければ，本学が潜在的な訴
訟リスクを抱え続けることになりかねず，その検討（写
真撮影を認めるか，メモを採ることは可能かなど）は
喫緊の課題である。
　さて，近年欧米の歴史学の主要な動向の１つとして，
エゴ・ドキュメントへの関心の高まりをあげることが
できる。エゴ・ドキュメントが注目を浴びるとともに，
そこから派生する歴史理論の開拓も進んでおり，エゴ・
ドキュメントを読み解く方法として，史料に照射され
る「主観性」をめぐる理論やその「主観性」を組み込
んだかたちでのマクロな構造分析への視座も，提示さ
れようとしている５。我が国でも，立命館大学が戦後
日本を代表する評論家，加藤周一の蔵書・草稿類を備
えた加藤周一文庫を，東京女子大学が戦後日本を代表
する政治思想家，丸山眞男の蔵書・草稿類を所蔵する
丸山眞男文庫を，それぞれ設置したことは記憶に新し
い。福島大学に，大塚・小林・高橋という戦後社会科
学の３巨匠のエゴ・ドキュメント・アーカイブを創出
することは，歴史学分野のみならず，文書館学などの
分野でも，福島大学の知名度向上に資するであろう。
　公開予定資料のうち，敗戦直後の福島県の知識社会
の模様を記録する小林日記は，地域史上も重要であ

る。同時に，本プロジェクトは，本学の知名度を国際
的に高めるとも予想される。朝鮮総督府の官僚であっ
た守屋栄夫文書（国文学資料館所蔵）と同様，韓国人
研究者による高橋日記・書簡の利用も想定されるから
である。高橋が修業時代を過ごした植民地朝鮮の京城
帝国大学法文学部には東京帝国大学出身の優秀な若手
文系研究者が集い６，その多くが敗戦後に我が国の人
文・社会科学の中核を担う人材となっていった。だが，
日本の知識社会に与えた影響の大きさにもかかわらず

「京城学派」研究が本格的に開始されたのは近年になっ

（写真２）
大塚の読書ノート類の整理作業（阪本撮影）

（写真１）
新たに発見された大塚の講演草稿
（阪本撮影）
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てからであり，公法学分野などでは研究が進展してい
る一方７，京城帝大では西洋史学が国史や東洋史に比
して軽視されていた事情８も作用し，西洋史学分野に
関する先行研究は少なく，高橋日記・書簡には，植民
地大学研究の空白を埋める効果も期待できる。

（阪本　尚文）
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